
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
入力されたオーディオ信号の周波数特性、ラウドネス、音量、フェーダ

になるよう切替えて出力するオーディオ信号処理装置において、
オーディオ信号の振幅が０レベルと交叉する時点を検出するゼロ交叉検出器と

ことを特徴とするオーディオ信号処理装置。
【請求項２】

記載のオーディオ信号処理装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明はオーディオ信号を処理するオーディオ信号処理装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
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をそれぞれ制御す
る複数の制御器を有するオーディオ信号処理系を備え、前記制御器の各々の制御値が指定
された値

、
　前記指定された値が入力されたとき、前記制御器の制御値の前記指定された値への切替
を前記ゼロ交叉検出器によるゼロ交叉検出に応じて行う切替制御器とを備え、
　前記ゼロ交叉検出器は、前記周波数特性、前記ラウドネスをそれぞれ制御する前記制御
器よりも後方部に設けた前記音量を制御する制御器の入力部のオーディオ信号に基づいて
ゼロ交叉検出を行う

前記制御器、前記ゼロ交叉検出器および前記切替制御器を集積回路内に一体形成したこと
を特徴とする請求項１



例えば車両用のオーディオ信号処理装置に代表されるように、オーディオ信号処理装置に
は、使用者の好みによって入力オーディオ信号の周波数特性、ラウドネス、音量およびフ
ェーダを調整制御する回路が設けられている。
近年、これらの回路は電子回路で構成され、その調整制御は使用が指定する値に不連続に
切替えられて制御が行われている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
前述したように、従来のオーディオ信号処理装置においては、使用者が指定値を入力した
時点で指定された回路の切替制御が行われていた。
このため、図２で示すように、例えばオーディオ信号の音量を調整するための指定値がＡ
点で入力された場合は、時点Ａでオーディオ信号の振幅ＸがＹに急激に変化してオーディ
オ信号処理装置より出力され、この急激な変化によりスピーカよりクリックが発生してい
た。
【０００４】
本発明は切替および調整制御を行ってもスピーカよりクリックが発生しないようにしたオ
ーディオ信号処理装置を提供することを課題とする。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
前述の課題を解決するために、請求項１の発明においては、入力されたオーディオ信号の
周波数特性、ラウドネス、音量、フェーダをそれぞれ制御する複数の制御器を有するオー
ディオ信号処理系を備え、前記制御器の各々の制御値が指定された値になるよう切替えて
出力するオーディオ信号処理装置において、
オーディオ信号の振幅が０レベルと交叉する時点を検出するゼロ交叉検出器と、
前記指定された値が入力されたとき、前記制御器の制御値の前記指定された値への切替を
前記ゼロ交叉検出器によるゼロ交叉検出に応じて行う切替制御器とを備え、
前記ゼロ交叉検出器は、前記周波数特性、前記ラウドネスをそれぞれ制御する前記制御器
よりも後方部に設けた前記音量を制御する制御器の入力部のオーディオ信号に基づいてゼ
ロ交叉検出を行う。

。
【０００７】
また請求 発明においては、前記入力されたオーディオ信号の周波数特性、ラウドネ
ス、音量、フェー 制御する制御器、前記ゼロ交叉検出器および前記切替制御量を集積
回路内に一体形成する。
オーディオ信号を制御する各種制御器、ゼロ交叉検出器および切替制御器を集積回路内に
一体形成するようにしたので、装置構成を簡単にすることができる。
【０００８】
【発明の実施の形態】
本発明の一実施の形態を図１を参照して説明する。図１は本発明の実施例の構成図である
。
図１において、１は入力ソースによって異なる入力レベルを調整するレベル調整増幅器、
２は入力されたオーディオ信号の低音域や高音域の周波数特性を制御する周波数特性制御
器、３はラウドネス制御器、４は音量制御器、５はフェーダ、６はオーディオ信号の振幅
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ゼロ交叉検出器が周波数特性、ラウドネスをそれぞれ制御する制御器によって周波数特性
、ラウドネスが制御された後音量を制御する制御器に入力されるオーディオ信号に基づい
てオーディオ信号の０レベル交叉時点を検出し、この検出した時点で、切替制御器が制御
器の制御値を指定された値に切替えているので、オーディオ信号は、周波数特性、ラウド
ネスをそれぞれ制御する制御器に生じる遅延の影響を受けることなく、０レベル交叉時点
で音量制御されるようになり、音量制御器で音量を制御する時点をゼロ交叉検出器がオー
ディオ信号の０レベル交叉時点に限りなく近づけることができるようになり、音量を大き
く変化させる制御が行われた場合であっても、スピーカよりクリックの発生をなくすこと
ができる

項２の
ダを



が０レベルと交叉する時点を検出するゼロ交叉検出器、７は切替制御器である。
【０００９】
ゼロ交叉検出器６は、図２に示すように、オーディオ信号が０Ｖと交叉する時点Ｂ１，Ｂ
２，Ｂ３，…を検出して出力する。
切替制御器７には、図示しないダイヤル、キー等の入力手段により使用者が入力し、入力
手段によって入力された切替指令信号が転送される。
切替指令には切替制御を行う制御器番号および制御値より構成され、入力された切替指令
信号は図示しないメモリに記録される。
【００１０】
切替指令信号が図示しないメモリに記録されると、切替制御器７はゼロ交叉検出器６より
ゼロ交叉時点が検出されるまで待機し、ゼロ交叉時点が検出されると記録されている制御
器番号に対応する制御器に対して記録されている制御値に制御するような指令を送出する
。
制御値が転送された制御器は転送された値になるよう直ちに制御を行う。すなわち、例え
ば音量制御器４に減衰量４ｄＢに制御するよう切替制御器７より転送された場合は、音量
制御器４は転送され減衰量４ｄＢになるよう図示しない減衰器を制御する。
【００１１】
周波数特性制御器２およびラウドネス制御器３は共に周波数特性を変更する回路より構成
されており、このような回路においては伝送遅延が発生する。したがって、出力されるオ
ーディオ信号の振幅がゼロと交叉する時点で切替を行ってスピーカよりのクリックの発生
を無くすため、ゼロ交叉検出器６は周波数特性制御器２およびラウドネス制御３より後方
、すなわち系の後方部に設ける。
【００１２】
また、ゼロ交叉検出器６を音量制御器４の入力部に接続することによって、音量制御器４
が制御されてもゼロ交叉検出器６の入力には所定のレベルのオーディオ信号が入力される
ために確実にゼロ交叉時点を検出することができる。
また、周波数特性制御器２およびラウドネス制御器３の周波数制御を、例えばスイッチキ
ャパシタフィルタ構成として制御し、その他の制御器も電子的に制御を行わせ、全体を集
積回路内に一体形成することにより、装置構成を簡単にすることができる。
【００１３】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明によれば次の効果が得られる。

。
【００１５】
また、オーディオ信号を制御する各種制御器、ゼロ交叉検出器および切替制御器を集積回
路内に一体形成するようにしたので、装置構成を簡単にすることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例の構成図である。
【図２】課題を説明するための図である。
【符号の説明】
１　　レベル調整用増幅器
２　　周波数特性制御器
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ゼロ交叉検出器が周波数特性、ラウドネスをそれぞれ制御する制御器によって周波数特性
、ラウドネスが制御された後音量を制御する制御器に入力されるオーディオ信号に基づい
てオーディオ信号の０レベル交叉時点を検出し、この検出した時点で、切替制御器が制御
器の制御値を指定された値に切替えているので、オーディオ信号は、周波数特性、ラウド
ネスをそれぞれ制御する制御器に生じる遅延の影響を受けることなく、０レベル交叉時点
で音量制御されるようになり、音量制御器で音量を制御する時点をゼロ交叉検出器がオー
ディオ信号の０レベル交叉時点に限りなく近づけることができるようになり、音量を大き
く変化させる制御が行われた場合であっても、スピーカよりクリックの発生をなくすこと
ができる



３　　ラウドネス制御器
４　　音量制御器
５　　フェーダ
６　　ゼロ交叉検出器
７　　切替制御器

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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